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(57)【要約】
　本発明は、トレイ、取付部材及び位置決め機構を含む
光ファイバコネクタ固定型マウントを開示している。ト
レイは、通信デバイスにおけるシングルボードに接続さ
れている。取付部材は、トレイ上で回動し、且つ光ファ
イバコネクタを搭載するために使用される。位置決め機
構が、取付部材とトレイとの間に配置されており、且つ
取付部材とトレイとの間の位置決めを実施するために取
付部材及びトレイと協働する。取付部材は、光ファイバ
コネクタを取り付けるために使用される。取付部材は、
トレイに対して回転し、且つ取付部材は、光ファイバコ
ネクタの光出力ポートの向きを変更するために、位置決
め機構を使用することによって異なる位置に位置決めさ
れる。本発明は、光ファイバコネクタ固定型マウントを
含む通信デバイスをさらに提供する。光ファイバコネク
タ固定型マウントは、光ファイバコネクタの光出力ポー
トの向きを調節するために使用可能であり、これは、万
能性を有し、且つコストを減少させる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トレイ及び取付部材を備える光ファイバコネクタ固定型マウントであって、
　前記トレイが、通信デバイスにおけるシングルボードに接続可能なように構成され、前
記取付部材が、前記トレイ上で回動し、且つ光ファイバコネクタを搭載するように構成さ
れ、前記取付部材が、前記光ファイバコネクタを取り付けるように構成され、且つ前記取
付部材が、前記光ファイバコネクタの光出力ポートの向きを変更するために前記トレイに
対して回転することを特徴とする光ファイバコネクタ固定型マウント。
【請求項２】
　位置決め機構をさらに備え、
　前記位置決め機構が、前記取付部材と前記トレイとの間に配置され、且つ前記位置決め
機構が、前記取付部材と前記トレイとの間の位置決めを実施するために前記取付部材及び
前記トレイと協働し、前記位置決め機構が、異なる位置に前記取付部材を位置決めするよ
うに構成されていることを特徴とする請求項１に記載の光ファイバコネクタ固定型マウン
ト。
【請求項３】
　前記位置決め機構が、弾性要素及び進入要素を備え、前記トレイには、前記弾性要素及
び前記進入要素の位置を制限するために収容溝が設けられ、前記取付部材が、少なくとも
２つの位置決め溝を備え、前記取付部材が、回動軸によって前記トレイ上で回動し、前記
少なくとも２つの位置決め溝が、前記回動軸を円の中心として同じ円周上に配置され、前
記取付部材が前記トレイに対して回転する過程では、前記進入要素が、前記弾性要素の弾
性力の作用に起因して前記取付部材に対して押し付けられ、且つ前記取付部材と前記トレ
イとの間の位置決めが、前記進入要素と前記少なくとも２つの位置決め溝の１つとの間の
嵌合を通じて実施されることを特徴とする請求項２に記載の光ファイバコネクタ固定型マ
ウント。
【請求項４】
　前記進入要素が、胴体、進入部及び位置決め部を備え、前記進入部及び前記位置決め部
が、前記胴体の２つの側にそれぞれ配置され、前記進入部が、前記収容溝から外側に伸び
、且つ前記位置決め溝と嵌合し、且つ前記位置決め部が、前記弾性要素を接続するように
構成されていることを特徴とする請求項３に記載の光ファイバコネクタ固定型マウント。
【請求項５】
　前記進入部が、半球状であり、且つ前記取付部材が前記トレイ上で位置決めされると、
前記進入部が前記位置決め溝に隣接することを特徴とする請求項４に記載の光ファイバコ
ネクタ固定型マウント。
【請求項６】
　前記位置決め機構が、弾性要素及び進入要素を備え、前記取付部材には、前記弾性要素
及び前記進入要素の位置を制限するために収容溝が設けられ、前記トレイが、少なくとも
２つの位置決め溝を備え、前記取付部材が、回動軸によって前記トレイ上で回動し、前記
少なくとも２つの位置決め溝が、前記回動軸を円の中心として同じ円周上に配置され、前
記取付部材が前記トレイに対して回転する過程では、前記進入要素が、前記弾性要素の弾
性力の作用に起因して前記トレイに対して押し付けられ、且つ前記取付部材と前記トレイ
との間の位置決めが、前記進入要素と前記少なくとも２つの位置決め溝の１つとの間の嵌
合を通じて実施されることを特徴とする請求項２に記載の光ファイバコネクタ固定型マウ
ント。
【請求項７】
　前記トレイが、第１の弧状面を備え、前記取付部材が、第２の弧状面を備え、前記収容
溝が、前記第１の弧状面上に形成され、前記少なくとも２つの位置決め溝が、前記第２の
弧状面上に形成され、且つ前記第１の弧状面が、前記第２の弧状面に隣接していることを
特徴とする請求項２に記載の光ファイバコネクタ固定型マウント。
【請求項８】
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　前記取付部材が、本体及び接続部を備え、前記接続部が、前記本体の側面に接続され、
且つ前記第２の弧状面が、前記接続部における前記本体から離間した表面上に形成されて
いることを特徴とする請求項７に記載の光ファイバコネクタ固定型マウント。
【請求項９】
　前記取付部材と前記トレイとの間の位置決めが、前記取付部材と前記トレイとの間の摩
擦力によって実施されることを特徴とする請求項１に記載の光ファイバコネクタ固定型マ
ウント。
【請求項１０】
　前記トレイが、前記トレイに対する前記取付部材の回転範囲を制限するための第１の制
限面及び第２の制限面をさらに備え、前記取付部材が、前記第１の制限面と前記第２の制
限面との間に配置され、且つ前記取付部材が、前記第１の制限面と前記第２の制限面との
間で前記トレイに対して回転することを特徴とする請求項１に記載の光ファイバコネクタ
固定型マウント。
【請求項１１】
　前記トレイが、前端部及び後端部を備え、前記取付部材が、前記トレイの前記前端部上
で回動し、前記トレイが、コネクタ及び光ファイバガイド構造をさらに備え、前記コネク
タが、前記後端部に配置され、前記光ファイバガイド構造が、前記取付部材と前記コネク
タとの間に配置され、前記光ファイバコネクタが、光ファイバを使用することによって前
記コネクタに電気的に接続され、且つ前記光ファイバガイド構造が、前記光ファイバのル
ートを位置決めするように構成されていることを特徴とする請求項１に記載の光ファイバ
コネクタ固定型マウント。
【請求項１２】
　前記光ファイバガイド構造が、複数の隔壁を備え、前記複数の隔壁が、平行に配置され
、且つ２つの隣り合う隔壁が、前記光ファイバが通過することを可能にするためにチャネ
ルを形成していることを特徴とする請求項１１に記載の光ファイバコネクタ固定型マウン
ト。
【請求項１３】
　シングルボードを備える通信デバイスであって、
　前記通信デバイスが、請求項１から１２のいずれか一項に記載の光ファイバコネクタ固
定型マウントをさらに備え、且つ前記光ファイバコネクタ固定型マウントが、光ファイバ
コネクタを固定し且つ前記光ファイバコネクタと前記シングルボードとの間の電気的接続
を実施するように構成されていることを特徴とする通信デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２０１３年１１月２７日付けで中国特許庁に出願され且つ「光ファイバコネ
クタ固定型マウント及び通信デバイス」と題される中国特許出願番号２０１３１０６３６
４１２．Ｘの優先権を主張するものであり、当該出願の全内容は、参照することによって
本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　本発明は、光通信デバイスに関し、光ファイバコネクタ固定型マウントに特に関する。
【背景技術】
【０００３】
　光伝送システムデバイスは、他の通信デバイスとの信号伝送を達成するために光ファイ
バを使用する。通常、通信デバイスは、光ファイバコネクタの光ファイバ出力ポートが通
信デバイスの外部に面するように光ファイバコネクタを固定するための光ファイバコネク
タ固定型マウントを含んでいる。従来技術では、光ファイバコネクタと通信デバイスの光
モジュールのハウジングとは、一体的に形成されているか、又はネジを使用することによ
って固定して接続されている。従って、光ファイバ出力ポートの向きは、同様に固定され
ている。従来技術では、光ファイバ出力ポートに対して２つの形態：直線型形態及び傾斜
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型形態それぞれがある。現在では、光ファイバ出力ポートのこれら２つの形態をそれぞれ
実現するために使用される２つの異なる形態を有する光ファイバコネクタ固定型マウント
を発展させることが、習慣となっており、これにより、開発資源の消費をもたらす。光フ
ァイバ出力ポートのこれら２つの形態を同時に満たすことができる万能型の光ファイバコ
ネクタ固定型マウントを設計する方法が、産業での調査課題である。
【発明の概要】
【０００４】
　本発明で解決される技術的課題は、光ファイバ出力ポートの２つの異なる形態を同時に
満たすことができる万能型の光ファイバコネクタ固定型マウントを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上述した目的を達成するために、本発明の実施形態は、以下の技術的解決法を提供する
。
【０００６】
　一側面では、本発明は、トレイ及び取付部材を含む光ファイバコネクタ固定型マウント
であって、トレイが、通信デバイスにおけるシングルボードに接続され、取付部材が、ト
レイ上で回動し、且つ光ファイバコネクタを搭載するために使用され、取付部材が、光フ
ァイバコネクタを取り付けるために使用され、且つ取付部材が、光ファイバコネクタの光
出力ポートの向きを変更するためにトレイに対して回転する、光ファイバコネクタ固定型
マウントを提供する。
【０００７】
　光ファイバコネクタ固定型マウントが、位置決め機構をさらに含んでいる。位置決め機
構が、取付部材とトレイとの間に配置され、且つ位置決め機構が、取付部材とトレイとの
間の位置決めを実施するために取付部材及びトレイと協働し、位置決め機構が、異なる位
置に取付部材を位置決めするために使用される。
【０００８】
　位置決め機構が、弾性要素及び進入要素を含んでいる。トレイには、弾性要素及び進入
要素の位置を制限するために収容溝が設けられている。取付部材が、少なくとも２つの位
置決め溝を含んでいる。取付部材が、回動軸によってトレイ上で回動する。少なくとも２
つの位置決め溝が、回動軸を円の中心として同じ円周上に配置されている。取り付け部材
がトレイに対して回転する過程では、進入要素が、弾性要素の弾性力の作用に起因して取
付部材に対して押し付けられ、且つ取付部材とトレイとの間の位置決めが、進入要素と少
なくとも２つの位置決め溝の１つとの間の嵌合を通じて実施される。
【０００９】
　進入要素が、胴体、進入部及び位置決め部を含んでいる。進入部及び位置決め部が、胴
体の２つの側にそれぞれ配置されている。進入部が、収容溝から外側に伸び、且つ位置決
め溝と嵌合し、且つ位置決め部が、弾性要素を接続するために使用される。
【００１０】
　進入部が、半球状であり、且つ取付部材がトレイ上に位置決めされると、進入部が、位
置決め溝に隣接する。
【００１１】
　位置決め機構が、弾性要素及び進入要素を含んでいる。取付部材には、弾性要素及び進
入要素の位置を制限するために収容溝が設けられている。トレイが、少なくとも２つの位
置決め溝を含んでいる。取付部材が、回動軸によってトレイ上で回動する。少なくとも２
つの位置決め溝が、回動軸を円の中心として同じ円周上に配置されている。取付部材がト
レイに対して回転する過程では、進入要素が、弾性要素の弾性力の作用に起因してトレイ
に対して押し付けられ、且つ取付部材とトレイとの間の位置決めが、進入要素と少なくと
も２つの位置決め溝の１つとの間の嵌合を通じて実施される。
【００１２】
　トレイが、第１の弧状面を含んでいる。取付部材が、第２の弧状面を含んでいる。収容
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溝が、第１の弧状面上に形成されている。少なくとも２つの位置決め溝が、第２の弧状面
上に形成され、且つ第１の弧状面が、第２の弧状面に隣接している。
【００１３】
　取付部材が、本体及び接続部を含んでいる。接続部が、本体の側面に接続され、且つ第
２の弧状面が、接続部における本体から離間した表面上に形成されている。
【００１４】
　取付部材とトレイとの間の位置決めが、取付部材とトレイとの間の摩擦力によって実施
される。
【００１５】
　トレイが、トレイに対する取付部材の回転範囲を制限するための第１の制限面及び第２
の制限面をさらに含み、取付部材が、第１の制限面と第２の制限面との間に配置され、且
つ取付部材が、第１の制限面と第２の制限面との間でトレイに対して回転する。
【００１６】
　トレイが、前端部及び後端部を含んでいる。取付部材が、トレイの前端部上で回動する
。トレイが、コネクタ及び光ファイバガイド構造をさらに含んでいる。コネクタが、後端
部に配置されている。光ファイバガイド構造が、取付部材とコネクタとの間に配置されて
いる。光ファイバコネクタが、光ファイバを使用することによってコネクタに電気的に接
続され、且つ光ファイバガイド構造が、光ファイバのルートを位置決めするために使用さ
れる。
【００１７】
　光ファイバガイド構造が、複数の隔壁を含んでいる。複数の隔壁が、平行に配置され、
且つ２つの隣り合う隔壁が、光ファイバが通過することを可能にするためにチャネルを形
成している。
【００１８】
　別の側面では、本発明は、シングルボード及び光ファイバコネクタ固定型マウントを含
む通信デバイスであって、光ファイバコネクタ固定型マウントが、光ファイバコネクタを
固定するため且つ光ファイバコネクタとシングルボードとの間の電気的接続を実施するた
めに使用される、通信デバイスをさらに提供する。
【００１９】
　本発明によって提供される光ファイバコネクタ固定型マウントは、トレイ上で回動する
取付部材により、光ファイバコネクタの光出力ポートの向きを調節可能であり、これは、
万能性を有し、且つ通信デバイスのコストを減少させる。
【００２０】
　より明確に本発明の技術的解決法を説明するために、実施形態の説明で必要となる添付
の図面の簡単な導入が以下で与えられる。一見して、以下の説明における添付の図面は、
ただ単に本発明の実施形態のいくつかに過ぎず、これらの実施形態に基づいて、他の図面
が、いかなる創造的な取り組みもなく当業者には得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の一実施形態によって提供される光ファイバコネクタ固定型マウントの概
略図である。
【図２】本発明の一実施形態によって提供される光ファイバコネクタ固定型マウントの概
略図である。
【図３】本発明の一実施形態によって提供される光ファイバコネクタ固定型マウントの立
体的な分解概略図である。
【図４】本発明の一実施形態によって提供される光ファイバコネクタ固定型マウントの取
付部材の概略図である。
【図５】本発明の一実施形態によって提供される光ファイバコネクタ固定型マウントの位
置決め機構の進入要素の概略図である。
【発明を実施するための形態】
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【００２２】
　本発明の実施形態における技術的解決法の明確且つ完全な説明が、本発明の実施形態に
おける添付の図面と併せて以下で与えられる。
【００２３】
　図１及び図２参照。本発明は、通信デバイス（図示せず）及び光ファイバコネクタ固定
型マウント１００に関する。通信デバイスは、シングルボード（図示せず）及び光ファイ
バコネクタ固定型マウント１００を含み、且つ光ファイバコネクタ固定型マウント１００
は、通信デバイス内でシングルボード（図示せず）に接続されるために通信デバイス内に
挿入されている。光ファイバコネクタ固定型マウント１００は、光ファイバコネクタを固
定し且つ光ファイバコネクタとシングルボードとの間の電気的接続を実施するために使用
される。具体的に、コネクタが、光ファイバコネクタ固定型マウント１００上に配置され
ている。コネクタは、シングルボードと光ファイバコネクタとの間の電気的接続を実施す
るためにシングルボードのコネクタと相互接続されているか、又はシングルボードと光フ
ァイバコネクタとの間の電気的接続は、巻線変位(winding displacement)によって実施さ
れる。光ファイバコネクタは、通信デバイスと他の電子製品との間の通信接続のためのイ
ンターフェースとしての機能を果たす光出力ポートを含んでいる。本発明によって提供さ
れる光ファイバコネクタ固定型マウント１００は、光ファイバコネクタの光出力ポートの
向きを調節するために使用することができる。
【００２４】
　光ファイバコネクタ固定型マウント１００は、トレイ１２、取付部材１４及び位置決め
機構１６を含んでいる。トレイ１２は、通信デバイスのシングルボード（図示せず）と接
続されている。取付部材１４は、トレイ１２上で回動し、且つ光ファイバコネクタ（図示
せず）を搭載するために使用される。位置決め機構１６は、取付部材１４とトレイ１２と
の間に配置されており、且つ取付部材１４及びトレイ１２と協働し、これにより、取付部
材１４とトレイ１２との間の位置決めを実施する。取付部材１４は、光ファイバコネクタ
を取り付けるために使用される。取付部材１４は、トレイ１２に対して回転し、且つ取付
部材１４は、位置決め機構１６によって異なる位置に位置決めされ、これにより、光ファ
イバコネクタの光出力ポートの向きを変更する。
【００２５】
　本発明によって提供される光ファイバコネクタ固定型マウント１００は、トレイ１２上
で回動する取付部材１４により、光ファイバコネクタの光出力ポートの向きを調節するこ
とができ、これは、万能性を有し、且つ通信デバイスのコストを減少させる。
【００２６】
　図３参照。この実施形態では、位置決め機構１６は、弾性要素１６２及び進入要素１６
４を含んでいる。トレイ１２には、弾性要素１６２及び進入要素１６４の位置を制限する
ための収容溝１２２が設けられている。取付部材１４は、少なくとも２つの位置決め溝１
４２を含んでいる。取付部材１４は、回動軸１２４上においてトレイ１２上で回動し、且
つ少なくとも２つの位置決め溝１４２は、回動軸１２４を円の中心として同じ円周上に配
置されている。取付部材１４がトレイ１２に対して回転する過程では、進入要素１６４が
、弾性要素１６２の弾性力の作用に起因して取付部材１４に対して押し付けられる。取付
部材１４とトレイ１２との間の位置決めは、進入要素１６４と少なくとも２つの位置決め
溝１４２の１つとの間の嵌合を通じて実施される。具体的に、回動軸１２４は、トレイ１
２上で固定されている。取付部材１４には、回動軸１２４と嵌合する軸孔（図面では軸孔
が覆われているので図示せず）が設けられており、且つ取付部材１４は、回動軸１２４と
軸孔との間の嵌合によってトレイ１２上で回動する。
【００２７】
　取付部材１４がトレイ１２に対して回転する過程では、進入要素１６４は、弾性要素１
６２の弾性力の作用に起因して取付部材１４に対して継続的に押し付けられる。進入要素
１６４が１つの位置決め溝１４２と接触すると、進入部は、取付部材１４とトレイ１２と
の間の位置決めを実施するために、位置決め溝１４２内に嵌合する。本実施形態では、２
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つの位置決め溝１４２があり、且つ取付部材１４の２つの位置決め形態がある。進入部が
、位置決め溝１４２の一方と嵌合すると、光ファイバコネクタの光出力ポートの向きは、
トレイ１２の外側縁部に対して垂直であり、これは、（図１で示すように）直線型光出力
ポートを表す。進入部が、他方の位置決め溝１４２と嵌合すると、光ファイバコネクタの
光出力ポートの向きとトレイ１２の外側縁部との間の角度は、４５°であり、これは、（
図２で示すように）傾斜型光出力ポートを表す。
【００２８】
　図５参照。本実施形態では、進入要素１６４は、胴体１６４２、進入部１６４４及び位
置決め部１６４６を含んでいる。進入部１６４４及び位置決め部１６４６は、胴体１６４
２の２つの側にそれぞれ配置されている。進入部１６４４は、収容溝１２２から外側に伸
び、且つ位置決め溝１４２と嵌合する。位置決め部１６４６は、弾性要素１６２を接続す
るために使用される。据え付けられると、弾性要素１６２は、収容溝１２２内に設置され
、且つ進入部１６４４の位置決め部１６４６は、弾性要素１６２と接続されるために、収
容溝１２２内に挿入される。具体的に、弾性要素１６２はバネであり、且つバネの一端は
位置決め部１６４６の周囲でスリーブのようになっている。進入要素１６４の進入部１６
４４は、取付部材１４と嵌合させるために外部に露出させられ、且つ進入要素１６４の胴
体１６４２は、収容溝１２２の内壁に隣接している。本実施形態の位置決め機構１６は、
安定構造で組み立てることが容易である。さらに、取付部材１４がトレイ１２に対して回
転する過程では、自動位置決めが実施可能である。
【００２９】
　具体的に、進入部１６４４は、半球状である。取付部材１４がトレイ１２上で位置決め
されると、進入部１６４４は、位置決め溝１４２に隣接する。
【００３０】
　図３及び図４参照。この実施形態では、トレイ１２は、第１の弧状面１２６を含んでい
る。取付部材１４は、第２の弧状面１４６を含んでいる。収容溝１２２は、第１の弧状面
１２６上に形成されている。少なくとも２つの位置決め溝１４２が、第２の弧状面１４６
上に形成され、且つ第１の弧状面１２６が、第２の弧状面１４６に隣接している。相互に
隣接した構造は、取付部材１４とトレイ１２との間の接続を安定させる。
【００３１】
　図４参照。本実施形態では、取付部材１４は、本体１４７及び接続部１４８を含んでい
る。接続部１４８は、本体１４７の側面に接続され、且つ第２の弧状面１４６は、接続部
１４８における本体１４７から離間した表面上に形成されている。
【００３２】
　他の実施形態では、収容溝１２２は、取付部材１４上に形成されている。弾性要素１６
２及び進入要素１６４が、収容溝１２２内に位置決めされている。少なくとも２つの位置
決め溝１４２が、トレイ１２上に設けられている。取付部材１４がトレイ１２に対して回
転する過程では、取付部材１４とトレイ１２との間の位置決めが同じ嵌合関係によって実
施され、すなわち、進入要素１６４は、弾性要素１６２の弾性力の作用に起因して取付部
材１４に対して押し付けられる。取付部材１４とトレイ１２との間の位置決めは、進入要
素１６４と少なくとも２つの位置決め溝１４２の１つとの間の嵌合を通じて実施される。
【００３３】
　本発明における位置決め機構１６の特別な構造は、上述した実施形態に限定されない。
本発明における位置決め機構１６は、他の形態であってもよい。位置決め機構１６は、取
付部材１４に接続されてもよく、且つ取付部材１４が適切な位置まで回転すると、取付部
材１４は、位置決め機構１６を使用することによって手動方式でトレイ１２上に固定され
る。例えば、位置決め機構１６は、取付部材１４に接続されたボルトであり、且つ対応し
て、少なくとも２つのボルト孔が、トレイ１２上に形成されている。取付部材１４が、ト
レイ１２に対して適切な位置まで回転すると、ボルトが、取付部材１４とトレイ１２との
間の固定を実施するために対応するボルト孔にロックされる。
【００３４】
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　さらに、取付部材１４及びトレイ１２は、取付部材１４とトレイ１２との間の摩擦力に
よって位置決めされてもよい。すなわち、取付部材１４は、近接してトレイ１２に隣接し
、且つ取付部材１４がトレイに対して回転するときには、外力が、回転を実施するために
摩擦力を超える。外力が取り除かれると、取付部材１４とトレイ１２との間の位置決めは
摩擦力によって実施される。
【００３５】
　他の実施形態では、歯が、取付部材１４とトレイ１２との間の相互の接触面上に配置さ
れている。取付部材とトレイとの間の位置決めは、歯が互いに噛合する相互の回転過程で
実施される。
【００３６】
　図３参照。トレイ１２は、トレイ１２に対する取付部材１４の回転範囲を制限するため
の第１の制限面１２７及び第２の制限面１２８をさらに含んでいる。取付部材１４は、第
１の制限面１２７と第２の制限面１２８との間に配置され、且つ第１の制限面１２７と第
２の制限面１２８との間でトレイ１２に対して回転する。第１の制限面１２７及び第２の
制限面１２８は、取付部材１４の回転範囲を制限し、すなわち、光ファイバコネクタの光
出力ポートの回転範囲を制限する。このようにして、光ファイバコネクタは、過度の角度
に回転することを防止され、且つ必要な範囲内で回転することのみ必要とし、このことは
、光出力ポートの向きを調節する効率を改善する。
【００３７】
　具体的に、トレイ１２は、前端部１２１及び後端部１２９を含んでいる。取付部材１４
は、トレイ１２の前端部１２１上で回動する。トレイ１２は、コネクタ１２８及び光ファ
イバガイド構造１２３をさらに含んでいる。コネクタ１２８は、後端部１２９に配置され
ている。光ファイバガイド構造１２３は、取付部材１４とコネクタ１２８との間に配置さ
れている。光ファイバコネクタは、光ファイバＦを使用することによってコネクタ１２８
に電気的に接続され、且つ光ファイバガイド構造１２３は、光ファイバＦのルートを位置
決めするために使用される。
【００３８】
　本実施形態では、光ファイバガイド構造１２３は、複数の隔壁１２３２を含んでいる。
複数の隔壁１２３２は、平行に配置されており、且つ２つの隣り合う隔壁１２３２は、光
ファイバＦが通過することを可能にするためにチャネルＣを形成している。
【００３９】
　上述した説明は、本発明の単に好ましい実施形態であり、当業者は、本発明の原理から
逸脱することなくさまざまな改良及び修正をしてもよく、且つこれらの改良及び修正も、
本発明の保護範囲内に包含されることに留意されたい。
【符号の説明】
【００４０】
１００　光ファイバコネクタ固定型マウント、１２　トレイ、１２１　前端部、１２２　
収容溝、１２３　光ファイバガイド構造、１２３２　隔壁、１２４　回動軸、１２６　第
１の弧状面、１２７　第１の制限面、１２８　コネクタ、１２８　第２の制限面、１２９
　後端部、１４　取付部材、１４２　位置決め溝、１４６　第２の弧状面、１４７　本体
、１４８　接続部、１６　位置決め機構、１６２　弾性要素、１６４　進入要素、１６４
２　胴体、１６４４　進入部、１６４６　位置決め部、Ｃ　チャネル、Ｆ　光ファイバ
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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月30日(2016.6.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トレイ及び取付部材を備える光ファイバコネクタ固定型マウントであって、
　前記トレイが、通信デバイスにおけるシングルボードに接続可能なように構成され、前
記取付部材が、前記トレイ上で回動し、且つ光ファイバコネクタを搭載するように構成さ
れ、前記取付部材が、前記光ファイバコネクタを取り付けるように構成され、且つ前記取
付部材が、前記光ファイバコネクタの光出力ポートの向きを変更するために前記トレイに
対して回転することを特徴とする光ファイバコネクタ固定型マウント。
【請求項２】
　位置決め機構をさらに備え、
　前記位置決め機構が、前記取付部材と前記トレイとの間に配置され、且つ前記位置決め
機構が、前記取付部材と前記トレイとの間の位置決めを実施するために前記取付部材及び
前記トレイと協働し、前記位置決め機構が、異なる位置に前記取付部材を位置決めするよ
うに構成されていることを特徴とする請求項１に記載の光ファイバコネクタ固定型マウン
ト。
【請求項３】
　前記位置決め機構が、弾性要素及び進入要素を備え、前記トレイには、前記弾性要素及
び前記進入要素の位置を制限するために収容溝が設けられ、前記取付部材が、少なくとも
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２つの位置決め溝を備え、前記取付部材が、回動軸によって前記トレイ上で回動し、前記
少なくとも２つの位置決め溝が、前記回動軸を円の中心として同じ円周上に配置され、前
記取付部材が前記トレイに対して回転する過程では、前記進入要素が、前記弾性要素の弾
性力の作用に起因して前記取付部材に対して押し付けられ、且つ前記取付部材と前記トレ
イとの間の位置決めが、前記進入要素と前記少なくとも２つの位置決め溝の１つとの間の
嵌合を通じて実施されることを特徴とする請求項２に記載の光ファイバコネクタ固定型マ
ウント。
【請求項４】
　前記進入要素が、胴体、進入部及び位置決め部を備え、前記進入部及び前記位置決め部
が、前記胴体の２つの側にそれぞれ配置され、前記進入部が、前記収容溝から外側に伸び
、且つ前記少なくとも２つの位置決め溝の１つと嵌合し、且つ前記位置決め部が、前記弾
性要素を接続するように構成されていることを特徴とする請求項３に記載の光ファイバコ
ネクタ固定型マウント。
【請求項５】
　前記進入部が、半球状であり、且つ前記取付部材が前記トレイ上で位置決めされると、
前記進入部が前記少なくとも２つの位置決め溝の１つに隣接することを特徴とする請求項
４に記載の光ファイバコネクタ固定型マウント。
【請求項６】
　前記位置決め機構が、弾性要素及び進入要素を備え、前記取付部材には、前記弾性要素
及び前記進入要素の位置を制限するために収容溝が設けられ、前記トレイが、少なくとも
２つの位置決め溝を備え、前記取付部材が、回動軸によって前記トレイ上で回動し、前記
少なくとも２つの位置決め溝が、前記回動軸を円の中心として同じ円周上に配置され、前
記取付部材が前記トレイに対して回転する過程では、前記進入要素が、前記弾性要素の弾
性力の作用に起因して前記トレイに対して押し付けられ、且つ前記取付部材と前記トレイ
との間の位置決めが、前記進入要素と前記少なくとも２つの位置決め溝の１つとの間の嵌
合を通じて実施されることを特徴とする請求項２に記載の光ファイバコネクタ固定型マウ
ント。
【請求項７】
　前記トレイが、第１の弧状面を備え、前記取付部材が、第２の弧状面を備え、前記収容
溝が、前記第１の弧状面上に形成され、前記少なくとも２つの位置決め溝が、前記第２の
弧状面上に形成され、且つ前記第１の弧状面が、前記第２の弧状面に隣接していることを
特徴とする請求項３から６のいずれか一項に記載の光ファイバコネクタ固定型マウント。
【請求項８】
　前記取付部材が、本体及び接続部を備え、前記接続部が、前記本体の側面に接続され、
且つ前記第２の弧状面が、前記接続部における前記本体から離間した表面上に形成されて
いることを特徴とする請求項７に記載の光ファイバコネクタ固定型マウント。
【請求項９】
　前記取付部材と前記トレイとの間の位置決めが、前記取付部材と前記トレイとの間の摩
擦力によって実施されることを特徴とする請求項１から８のいずれか一項に記載の光ファ
イバコネクタ固定型マウント。
【請求項１０】
　前記トレイが、前記トレイに対する前記取付部材の回転範囲を制限するための第１の制
限面及び第２の制限面をさらに備え、前記取付部材が、前記第１の制限面と前記第２の制
限面との間に配置され、且つ前記取付部材が、前記第１の制限面と前記第２の制限面との
間で前記トレイに対して回転することを特徴とする請求項１から８のいずれか一項に記載
の光ファイバコネクタ固定型マウント。
【請求項１１】
　前記トレイが、前端部及び後端部を備え、前記取付部材が、前記トレイの前記前端部上
で回動し、前記トレイが、コネクタ及び光ファイバガイド構造をさらに備え、前記コネク
タが、前記後端部に配置され、前記光ファイバガイド構造が、前記取付部材と前記コネク
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タとの間に配置され、前記光ファイバコネクタが、光ファイバを使用することによって前
記コネクタに電気的に接続され、且つ前記光ファイバガイド構造が、前記光ファイバのル
ートを位置決めするように構成されていることを特徴とする請求項１から８のいずれか一
項に記載の光ファイバコネクタ固定型マウント。
【請求項１２】
　前記光ファイバガイド構造が、複数の隔壁を備え、前記複数の隔壁が、平行に配置され
、且つ２つの隣り合う隔壁が、前記光ファイバが通過することを可能にするためにチャネ
ルを形成していることを特徴とする請求項１１に記載の光ファイバコネクタ固定型マウン
ト。
【請求項１３】
　シングルボードを備える通信デバイスであって、
　前記通信デバイスが、請求項１から１２のいずれか一項に記載の光ファイバコネクタ固
定型マウントをさらに備え、且つ前記光ファイバコネクタ固定型マウントが、光ファイバ
コネクタを固定し且つ前記光ファイバコネクタと前記シングルボードとの間の電気的接続
を実施するように構成されていることを特徴とする通信デバイス。
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